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文学部教授 石 井 素 介
こ のた び 明治 大学 国 際交 流 基金 事 業 の 短期 招 請 プ ログ ラムに よ り,ド イ ツ
の ハ レ大 学 農 業地 理 学 研 究 所 で1964年以 来主 任 教 授 と して 活動 して こ られ た
ヴァル ター ・ル ビチ ェク博 士 を,1993年9月20日 か ら10月18日まで約一 か 月
間招 請 し,そ の間 三 回の講 義 ・講 演 を実 施 して頂 い た。
ル ビチ ェク博 士 は,1929年3月 ボ ヘ ミア 地方 に生 ま れ,の ち東 部 ドイ ツの
チ ュ ー リンゲ ン地 方 に移 った。1947～49年初 等教 育に 従 事 した 後,1949年秋
か ら1954年に か け て,イ ェ'一ナ大 学 とハ レ大 学に お いて 主 専 攻 と して の地 理
学 の ほ か,副 専 攻 と して独 語 学 ・経 済 史 学 ・地 質 学 お よび 教育 学 を修 めた。
オ ッ トー ・シュ リュ 一 夕ー教 授 の指 導 の 下 に1954年ハ レ大 学 の 助手 とな り,
1957年に は地 図 学 に 関 す る論 文 に よ り理 学 博 士(Dr.rer.nat.)の学位 取
得,1962年に は 東 独 に おけ る土 地 利 用 の 地 域構 造 に 関 する論 文 に よ り教 授 資
格 を 獲得 した。 翌 年 ハ レ大 学 農 学 部に 創 設 され た 農 業 地 理学 ・農 業 地域 計 画
講 座 を担 当す る こ と とな り,1964年以 降1991年秋 の定 年 退 官 に 至 る まで の27
年 間 主任 教 授 と して こ の分 野 に お け る 指 導 的役 割 を 果 して き た。
この間,1969年以 降は,同 大 学 の哲 学 部地 理 学講 座 の 教 授 を も兼 担,ま た
1972年に は ハ レ市 に 所 在 す る ドイ ツ自然 研究 者 ア カデ ミー ・レオ ボルデ ィーナ
(DAN-Leopoldina)の正 会 員 に 任命 さ れ,1981～91年の11年間は そ の地 理
学 部 門主 任 を も 務 め た。 な お,大 学 定年 後 もこ の ア カデ ミー研 究 員 の仕 事 を
続 け て お られ る。 そ の他.1984年に は ・・ン ガ リー地 理 学会 名 誉 会 員,1988年
以 降 は 西独 側 の 空間 研究 ・地 域 計 画 ア カ デ ミー(ARL-Hannover)通信会 員
を委 嘱 され る な ど,東 西世 界に また が って 高 い 専 門 的評 価 を得 て い る。
以 上 の よ うに,ル ピチ ェク博 士 は ドイ ツ民主 共 和 国 体制 下の ハ レ大 学 農 業
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地 理学 研 究 所 に お い て,一 貫 し て地 道 な農 業 地 理 学 ・地 図学 研究 に 集 中 して
こ ら れた が,そ の 主著 で あ る 『東 ドイ ソ農 業 に おけ る 立 地 諸 要 因 一 農 業 地
理 学 的市 町 村 類型 区 分 一 』(…r'・一 夕,1969年)を は じめ,経 済地 理 学 ・土
地 利 用研 究 ・フ ォン=チ ュ ーネ ン立地 論研 究 等 の分野 に お け る イデ オ ロギ ー
に と らわ れ な い研 究 成 果 は,か ね て 西側 の 国 際 学 界 か ら も注 目を浴 び て き た。
さ らに,『 ア トラスDDR』 『セ ンサ ス地 図』 『地 域 計 画 ア トラス』 等 の 公
的地 図帳 の編 纂 ・監修 や,各 種 図法 に よる 精細 な農 業 関係 主 題 地図 類 の 作 成
の よ うな 地 図学 の 分野 に お ける 業 績 も高 く評 価 さ れて い る。
し か し なが ら,1989年秋 の ベル リンの壁 崩壊 に い た る まで は,旧 体 制下 に
おけ る厳 しい 制約 のた め,ル ビチ ェク教 授 に は 西側 世 界へ 旅 行 に 出る 自由 が
与 え られ て い な か った 。 そ のた め も あ って,同 教 授 は 自分 の研 究対 象 地 域 を
自国 以 外 で は,当 時 の社 会 主義 圏 内に 限定 せ ざ る を え な か った の だ とい う。
そ の代 わ り教 授に は,わ れ われ に とって比 較 的 情報 の乏 しい 旧 ソ連 の 農村 や
モ ン ゴル の辺 境 地 域 に も,何 度 も現 地 踏査 を行 った経 験 が ある とい うこ とな
ので,今 回 の 招請 に 当 た って の 講 演 の 中に そ れ らの 成 果 の一 部 を加 え て 頂 く
こ とに した。
ま た,教 授 に と って,文 献 を 通 じて 知 識 を 得 る しか すべ の な かっ た 日本 を
訪 問 す る のは,ま さ に 若 い 頃か らの夢 であ った よ うで,こ の機 会 に 直 接 各 地
の農 村 に 足 を運 ん で 日本 の 風土 と農業 の実 情 を体 験 した い こ と,な らびに,
自分 の 専 攻す る分 野 の 問題 につ いて 日本 の専 門 家 と知 見 の交 流 を図 りたい と
い う熱 望 を事 前に 示 さ れた。 話 の様 子 では,こ れ ま で 長年 に わた って 事 実 上
知 的 閉 鎖 状 態に あ った 東 部 ドイ ツに お いて は,と りわ け 欧 米以 外 で 唯一 先 進
工業 国へ の発展 を とげ た 日本に つい て の知 的 関心 が最 近 強 ま って き て お り,
今 回 の招 請 が 機 縁 とな って,教 授 の教 え子 た ちな ど若 い 世代 の 日本 研 究 へ の
関心 を 多 少 と も刺 激 す る こ とに な るな ら,学 術 交流 の将 来 のた め に ま こ と に
有 意 義 な こ とで もあ る ので,わ れわ れ として は 出来 る だけ 教 授 の要 望 に 沿 え
る よ うに 招 請 期 間 のプ ログ ラム を組 む こ とに した。
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招 請 事 業 の 主要 な課 題 で ある3回 の講 演は,予 定 の ス ケ ジ ュールに 従 って
そ れ ぞ れ 以 下 の テ ーマ の も とに 周到に 準備 さ れ た統 計 資料 や ス ライ ドを使 用
して 行 われ た。
1.10月13日(水)「 モ ン ゴル の景 観 と農 業 」(学 部生 対 象 ・和 泉校 舎)
210月14日(木)「 旧東 独 に おけ る 農 業 の 地 域 構造 と構 造 変 化」
(学内外 の研 究 者 対 象 コ ロキ ウ ム ・駿河 台 校 舎研 究 棟 会 議 室)
3.10月15日(金)「 旧 ソ連 の 農 業 地 域 」(大 学 院生 対 象 ・駿 河 台校 舎)
そ の他,一 か 月 の滞 日中 に 宮 崎県 ・近 畿 ・山 梨県 ・山形 県 ・北 海道 の農 村
へ の現 地 視 察 旅行,つ くば 市 の 建 設 省 国土 地 理 院な らび に(財)日 本 地 図 セ
ンタ ー訪 問 お よび地 図 学専 門 家 と の懇 談 の機 会 を持 つ こ とが で き た。
学 内で 実 施 さ れた 講 演の 要 旨は,そ れぞ れ 以 下 の とお りで あ る。
(1)「モ ン ゴル の 景観 と農 業 」(ス ライ ド使 用);
日本 の 国 土面 積 の4倍 に及 ぶ広 大な 国 土 の上 に わず か215万 人(1991年)
の住 民 とい うこ の国 は,ソ 連 の解 体 ま で ほぼ70年 の長 期 に わ た って,事 実 上
そ の 衛 星 国 の一 つ と して 西側世 界 か ら遮 断 さ れて い た 関係 上,そ の 風 土 や 産
業 の 実 情 につ い ては 良 く知 られ てい な い 点 が 多い。 その 点 演者 は1950年代 に
遺 跡 調査 団に 参 加 した の を は じめ,何 度 も調 査 旅 行 で こ の 国 を訪 ねて お り,
また ソ連 解体 後 の最 近 の 変 貌 につ い て も,こ の国 か ら東 独へ の 留学 生 の教 え
子 達 か ら新 しい 情 報 を得 て い る の で,そ れ ら の知 見 を紹 介 す る。
歴 史 的 に は 中国 の長 期 支 配 の後,1921年に 進 出 した赤 軍 に よ り ソ ビエ ト式
体 制 が 導入 され,1930年代 に は割 拠 する 支 配 者138家 族 と2749僧院 の 資産を
没収 し て,集 団経 営 に よ る粗 放 畜産 に移 行 した。1990年現 在 の家 畜飼 育頭 数
(いず れ も万頭)は,羊(1490),山 羊(500),牛(280),馬(220),ラ
ク ダ(50)に の ぼ る。1992年の 共 同経 営体 数 は255,その平 均 経 営 面 積 は43.5
万haと 大規模に 見 え るが,実 は そ の ほ とん ど がや せ た 採 草 地 で,季 節 ご とに
草 や 水 を求 めて移 動 して ゆ く遊 牧経 営 が主 体 で あ り,家 畜 の体 重 も 西 欧 の2
/3と 小 型 で生 産 能 力 も低 い 。 国 土 南半 蔀 の ゴ ビは年 雨 量100mmの砂漠 だが,
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北部 の山 岳地帯寄 りは 雨量 も400mm程度あって,5月 末 から9月 初旬まで の
温暖湿潤 季に は,あ る程度 夏小 麦など食用農作物の耕 作も可能である。
1990年以降は赤軍 も引揚げ,市 場経済へ の移行 を試みているが,東 ブロ ック
諸国 から の援 助停止 ・工業化の遅れ ・燃料欠乏 ・貿易に不利な内陸立地等 の
諸要因が 障害 とな って いる。最近 中国その他 の外国 か らの資本進 出も見 られ
るが,経 済的に はなお停滞状態 で,失 業増加 に よる都市 か ら農村への人 口還
流 す らも起こっている。
(2)「旧東独 における 農業 の地域構造 と構造 変化」;
第 二次大戦後,ソ 連 占領 下に成 立 した社会 主義政権 は,徹 底 した土地 改革
に よ り農 地620万ha中の300万haを没収 し,農 地の集 団化 を進めた。 北部
地方に 多かった元ユ ンカー経営 の多 くは没収 されて国 営農場 となったのに対
して,中 南部の小農経営の多か った地 域では協 同生産 農場(LPG)へ の集団
化の過程における抵抗が比較的強かった。さらに1970年代 前半期に は工 業 と同 様
な 巨大経営へ の規模拡大や動植物 生産 の分離 が進め られ,し 尿処理問題や土
壌浸蝕な ど生 態的環境 の悪 化とい う問 題を惹きおこす ことにな った。(な お
本講 演の 詳細 ・統計資料につい ては,別 冊 「講演録」参照)
③ 「旧 ソ連 の農業地域」(ス ライ ド使用);
1960年代 以来12回におよぶ調査 観察 を通 じて得た知 見に よ り,この広大 な ソ
連邦 農業 の地帯性 を,南 北の植生土壌帯 ・東 西の乾燥 湿潤の気候帯に よる大
区分,都 市の分散に伴 なう近郊農 業の配置,中 央アジ ア乾燥 地域に おける灌
概 水 路 開発 等 の視 点 か ら概 観 し,連 邦解体後 に おける独 立諸国 農業 の抱
える問題 点 のい くつかが指摘 された。主要 な論 点は,連 邦 体制下に おけ る
過度 な地 域的分業の進展が裏目に 出て経済的 自立の障害 とな ってい る点,バ
ル ト海沿 岸や イス ラム圏に おける民族的文化 伝統の復活に ともな うプ ラスマ
イナ スの影響,周 辺諸国の中にも豊富な資源 と高い教育 水準 を活用 するた め
の基盤投 資に よ り発展 の可能性 を持つ地域が 少な くない点,等 であ った。 講
演後 の質 疑で は,最 近 の食 糧事情,初 訪日の感想等が話題 とな った。
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